








財団主催歓迎レセプション 受賞者合同記者会見 

日本学士院表敬訪問 受賞記念講演会 

京都の休日

財団事務所訪問 日本外国特派員協会昼食懇談会 

内閣総理大臣表敬訪問 学術懇談会

　1982 年に設立された財団法人 国際科学技術財団は、日本国際賞による顕彰事業のほか
に、一般の方々を対象とした「やさしい科学技術セミナー」の開催や若手科学者の育成
のための研究助成など科学と技術の更なる発展に貢献するための活動を行っています。

　日本国際賞の授賞対象と同じ分野で研究する 35 歳未満の若手科学者を対象に、独創的で発展性の
ある研究に対し、助成を行っています。将来を嘱望される若手科学者の研究活動を支援・奨励する
ことにより、科学と技術の更なる進歩とともに、それによって人類の平和と繁栄がもたらされる
ことを期待します。

研究助成

　私たちの生活に関わりのある、様々な分野の科学や技術について、その分野の専門家にやさしく
解説していただきます。講演ばかりでなく実験室の見学なども行われ、学生から一般の方を対象に
年 10 回各地で開催しています。

やさしい科学技術セミナー

　ノーベル財団の協力でスウェーデン青年科学者連盟が毎年ノーベル賞週間にストックホルムに
おいて開催する「ストックホルム国際青年科学セミナー（SIYSS）」に 1987 年以降、毎年 2 名の学生
を派遣し、世界各国から派遣された若手科学者との国際交流の機会を提供しています。

ストックホルム国際青年科学セミナー

領域Ⅰ（数学系、物理学系、化学系、工学系）  授賞対象分野：「工業生産・生産技術」

背景、選択理由 
　産業革命以来、科学技術の飛躍的な発展によって人々の生活水準は著しく向上し、人類史上
未曾有の豊かな社会が実現しました。しかし、地球上には、この繁栄から取り残された人々が
まだ数多くいます。一方で、科学技術を進めるにも、地球環境への配慮が欠かせなくなって
きました。そのような視点を踏まえて、人類の真の繁栄のために、なお一層の生産技術の革新が
必要とされています。 

対象とする業績 
　2010 年の日本国際賞は、工業生産・生産技術の分野において、飛躍的な科学技術の進展をも
たらし、新しい製品や産業の創造、生産性の向上などを通じて、生活の利便性や安全性の向上、
貧困の克服に寄与するなど、社会に大きく貢献する業績を対象とします。

領域Ⅱ（生物学系、農学系、医学系）  授賞対象分野：「生物生産・生命環境」

背景、選択理由 
　人類の生存は、過去もそして将来も、地球上の生物資源をさまざまな形で利用することなしに
ありえません。しかし、その生物資源を育む地球の環境は急速に劣化しつつあります。一方、技術
革新によって食糧生産は飛躍的に増大しましたが、人口はそれをも超えて爆発的に増えようと
しています。環境を守り、生物の多様性を確保するとともに、持続可能な環境保全型の生産が
必要とされています。 

対象とする業績 
　2010 年の日本国際賞は、生物生産・生命環境の分野において、飛躍的な科学技術の進展をもた
らし、食糧生産の飛躍的増加や生産性向上などを通じて生活の向上や貧困の克服に寄与したり、
あるいは、生物多様性の維持や快適な生命環境の実現に寄与するなど、社会に大きく貢献する
業績を対象とします。

　2010年（第26回）日本国際賞授賞対象分野は「工業生産・生産技術」および「生物
生産・生命環境」の 2分野です｡
　現在､ 世界各国の推薦人から受賞候補者の推薦書が多数寄せられています｡ 財団
に設置された日本国際賞審査委員会による厳正な審査を経て受賞者が決定され､
受賞者の発表は 2010 年 1 月､授賞式は同年 4月に予定されています。

2010 年（第 26 回）日本国際賞

国際科学技術財団とは

日本国際賞週間
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4.25【土】

4.22【水】

　（財）国際科学技術財団が、世界の科学技術の進歩に大きく寄与し、人類の平和と繁栄に著しく貢献した
人を顕彰する 2009年（第 25回）日本国際賞の授賞式が、4月23日（木）東京の国立劇場で行われました。
　今回の授賞対象分野は「自然と共生する持続可能な技術社会形成」と「医学・工学の融合における
疾患への技術の展開」の 2 分野で、それぞれ 163 件、308 件、合計 471 件の推薦を受け、この中から
米国人 2氏が受賞者に選ばれました。
　「自然と共生する持続可能な技術社会形成」分野では『成長の限界』報告を基盤とする持続可能な社会
形成への貢献をしたデニス・メドウズ博士が、また「医学・工学の融合における疾患への技術の展開」
分野では核医学における断層イメージングに対する貢献を果たしたデビット・クール博士が受賞しました。

2009 年（第 25 回）日本国際賞
米国の 2博士が受賞

天皇皇后両陛下をお迎えして授賞式

No. 42 Jun. 2009
〒107-0052　東京都港区赤坂2-17-22
赤坂ツインタワー東館13階 
Tel：03-5545-0551   Fax：03-5545-0554
info@japanprize.jp        www.japanprize.jp

　「日本国際賞」は、全世界の科学技術者を対象とし、独創的で飛躍的な成果
を挙げ、科学技術の進歩に大きく寄与し、もって人類の平和と繁栄に著しく
貢献したと認められた人に与えられるものです。
　受賞者は、国籍、職業、人種、性別等は問いませんが、生存者に限られます。

　この賞の対象は、科学技術の全分野にわたりますが、科学技術の動向等
を勘案して、毎年2つの分野を授賞対象分野として指定します。
　本賞は、原則として各分野 1件、1人に対して授与され、受賞者には、
日本国際賞の賞状、賞牌及び賞金5,000 万円（1分野に対し）が贈られます。
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